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        第1章 緒   餐

 著者はさきに本邦全悪性新生物死亡率に及ぼす自然及

び社会的諸要約の影響について部分相関法を用いて研究

し1），報告したのであるが，悪性新生物がその発生部位

の異なることによって影響する要因も異なるのではない

かと思われるので，今回は，本邦全悪性新生物の約70％

を占める消化器悪性新生物の死亡率について同様な研究

を行い，若干の知見を得たので報告する。

      第2章資料及び研究方法

 資i料

  人ロ……………昭和30年国勢調査報告

               （1％抽出推計人口）

  消化器悪性新生物死亡者数……・……惇生大臣官房

             統計調査部の原表

  平均気温………中央気象台月報（昭31）

  預金高………財政金融統計月i報 64（昭31）

  工業就業者数…昭和30年国勢調査報告

 研究方法

 わが国において，都道府県別にみた消化器悪性新生物

死亡率の高低に対する気象及び社会的要約は種々考えら

れるが，著者はさきに全悪性新生物について同様な研究

を行ったので，これと比較検討するため，以下のものに

限った。

 1 消化器悪性新生物訂正死亡率

 2 平均気温＝＝ ］og（年間平均気温）

 3

 4 1世帯平均人員

6

これらの諸要約は，最近の消化器悪性新生物の事情を
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研究するため，国勢調査の行われた昭和30年度のもの

を用いた。

 以上の要約中，消化器悪性新生物死亡率は，性，年令

構成を考慮して訂正死亡率を使用した。訂正のための標

準人口は昭和30年全国人口を用いた。平均気温iこ対数

を用いたのは，度数分布が一方に偏椅しているので，こ

れを正常に近づかしめるためである．

 上記の諸要約と消化器悪性新生物訂正死亡率との関係

を，部分相関法を採用して，その相関係数を算出し，い

かなる要約が重要な影響を及ぼしているかを検討した。

 部分相関の公式2）はつぎのごとくである。

r12， s4 n＝＝L！．Z一．5－1’：：’．y（n．t）ri・mpt…（．n． i）r2n． s4・（n一“／

      （1－rlnts4一一（n 1）） （lvr2 ．54 ・ （n 1））Y2

 上の公式｝こおいて，r12 54 nという相関数の2と3の

間の点はその点以下の度数34…nを一定にして，その影

響をのぞくことを意刑している。他の例もみなこれに準

ずる。

 零次の相関係数はつぎの公式5）によった。

          £ （xy）
       rxy ＝ N’si．一 “s’．“

 上の公式において，rxyは二つの変数XYの間の相関

係数で，Sx Syはそれぞれの標準偏差， xyはXYにお

けるそれぞれの平均からの偏差で，Nは観察数である。

相関係数rが有意であるか，有意でないかはその標準誤

差の2倍以上ならば有意であり，それ以下ならば有意で

ないとした。その公式は，

              1
 零次     S．E．ri2＝＝ 一．tt
             VN－1
                  1
esskl S・E・ri2・s4’”n＝一磨|

m’Et－1＝itiii6K

 上の公武中S．E．r12． S．E．r12．34……nは標準誤差で， N

は測定数，Kは影響を除外した要素の数である。
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      第3章 研究の結果及び考察

 第1節 平均気温と消化器悪性新生物死亡率

 平山4）の研究によると，胃癌は目減海沿岸の口陸地方

に多く，南九州地方｝こ低いといっている。そこで，平均

気温と消化器悪性新生物訂正死亡率との零次の相関をみ

ると，

    r12 ＝ 一 O． 095 ± O． 149

ほとんど相関はないといってよい。こ．れを全悪性新生物

においてみると，一〇．016士0．149で，同様にほとんど．

相関はない。

 つぎに，他の諸要約を順次に一定してみると，

    r 12．s ＝＝ 一 O． 150 ± O． 151

    r 12．4 ＝ 一 O． 032 ± O． 151

    r 12．s ＝＝ 一 O． 173 ± O． 151

    r12．6＝ 一〇。208土0．151

すべて，逆相関ではあるが有意ではない。そこで，これ

らの諸要約を全部同時に一定して，その影響をのぞいて

みると，

    r12．5456＝ 一〇．101三ヒ0．！56

逆相関ではあるが，やはり有意ではない。すなわち，平

均気温は消化器悪性新生物死．亡率に影響を及ぼす因子で

はないといいうる。全悪性新生物死亡率においても，＋

0．007±0．156で，ほとんど相関はなく，消化器悪性新

生物死亡率におけると同様に，平均気温は影響を与える

因子ではない。

 第2節人口の都市集中率と消化器悪性新生物死亡率

 人口の都市集申率と消化器悪性新生物訂正死亡率との

零次の相関をみると，

    r ls ＝ 十 O． 202 ± O． 149

順相関ではあるが，有意ではない。全悪性新生物の場合

にわいても，十〇．292±0．149で，同StlC順相関ではあ

るが，有意ではない。そこで，他の諸的約を順次｝C一一定

にしてみると，

    r ls．2 ＝： 十 O． 233 ± O． 151

    r13．4＝ 十〇．297士0，151

    r13．5＝ 一〇．042土O．151

    r15．6＝ 一〇．097士O、151

すべて有意ではない。つぎに，これらの諸要約を全部同

時に一定にして，その影響をのぞいてみると，

    r15．2456 ＝ 一〇．122土0．156

有意の相関ではない。すなわち，人口の都市集中率は，

消化器悪性新生物死亡率に対して，．影響を及ぼす因子で

はないといいうる。これを全悪性新生物の場合にみて

も，＋0．017士0，156で，ほとんど相関はなく，やは

り，影響を与える因子とはなっていない。

 第3節 1世帯平均人員と消化器悪性新生物死亡率．

 1世帯平均人員と消化器悪生新生物訂正死亡率との零

次の相関をみると，

    r 14 ＝＝ 十 O． 187 ± O． 149

順相関ではあるが，有意ではない。これを全悪性新生物

においてみると，＋0、191土0．149で，やはり順相関で

はあるが，．有意ではない。つぎに，他の諸要約を順次に

一定にしてみると，

    r 14．2 ＝： 十 O． 165 ± O． 151

    r 14．s ＝ 十 O． 288 ± O． 151

    r14．5＝＝ 十〇．389＝ヒ0．151

    r14．6＝ 十〇．410±0．151

冨の分布と，工業化指数を一定にしたものは，有意の順

相関をしめしている。そこで，これらの諸要約を全部同

時に一定にして，その影響をのぞいてみると，

    r14．2556 ＝ 十〇．389＝ヒ0．156

有意の順相関をしめす。すなわち，1世帯平均人員は，

消化器悪性新生物死亡率に対して影響を及ぼす因子であ

るといいうる。これを全悪性新生物死亡率についてみる

と，＋0．427士0．156で，やはり有意の順相関である。

 第4節 富の分布と消化器悪性新生物死亡率

 平山4）5）は消化器癌及び子宮癌は低社会層に多いとい

っているが，今，富の分布と，消化器悪性新生物訂正死

亡率の零次の相関をみると，

    r15＝ 十〇．301±0．149

有意の順相関を示す。すなわち，富の高いほど消化器悪

性新生物の死亡率は高いということになる。これを全悪

性新生物についてみても，十〇・355土0・149で，やはり

有意の順相関である。つぎに，他の諸要約を順次に一定

にしてみると，

    r15．2二 十〇．332土O．151

    r15．5＝＝ 十〇．232士0．151

    r15．4＝ 十〇．448土0。151

    r15．6＝ 十〇．020土0．ユ51

平均気温と，1世帯平均人員を一定にしたものは，有意

の順相関をしめしている。そこで，これらの諸要約を全

部同時｝C一一定にして，その影響をのぞいてみると，

    r15，2346＝ 十〇．099士0．156

ほとんど相関はない。すなわち，富の分布は消化器悪性

新生物死亡率に影響を及ぼす因子ではないといいうる。

全悪性新生物死亡率についても，十〇． 274 ± O． 156で，

1頂相関ではあるが，有意ではない。

 第5節エ業化指数と消化器悪性新生物死亡率

 平山6＞は職業的色彩を持つ癌は意外に多く，職業は癌

の社会的要因としてもっとも重視すべきものの一つであ

るが，胃癌については，産業形態にとくにとりたててい

うほどの関係はないといっている。今，工業化指数と消

化器悪性新生物訂正死亡率の二次の相関をみると，

    r16＝ 十〇．332士0。149

有意の順相関である。全悪性新生物死亡率についてみて

も，十〇．388±0．149で有意のli頂相関をしめている。つ
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 ぎに，他の諸要約を順次に一定してみると，

     r16．2＝＝ 十〇，376±0．151

     r16．5＝十〇．284±0．151

     r16．4＝ 『十一〇．502±0．151

     r16．5＝ 十〇．149±0．151

 平均気温と1世帯平均入員を一定1こしたものが有意の順

 相関をしめしている。つぎに，これらの諸要約を全部同

 時に一定にして，その影響をのぞいてみると，

  t     r16。2545＝＝ 一｝一〇．262＝ヒ0．156

 順相関ではあるが，有意ではない。すなわち，工業化指

数は消化器悪性新生物死亡率に影響を及ぼす因子ではな

いといいうる。全悪性新生物死亡率の場合においても，

 一〇．012士0．156で，ほとんど相関はない。

        第4章総括及び結論

 消化器悪性新生物訂正死亡率に及ぼす自然及ひ社会的

要約の影響こついて，昭和30年度をこおける都道府県別

にみた消化器悪性新生物訂生死亡率の大小と，平均気

温人口の都市集中率，1世帯平均人員，富の分布，工

業イヒ指数の瀬の要約との部分相関晶晶しすこのである

が；その結果を総括すれば，つぎのごとくである。

 （1）平均気温
 平均気温と消化器悪性新生物訂正死亡率との三次の相

関をみれば，

    rs2＝ 一〇．095土0．149
              け  さロコ ナノドノ ポ ムみりにゴ  みレザ
ほとんど相関はない。つぎに，他の請安潤ぞ釜灘回冊匹

一定にして，その影響をのぞいてみると，

    r12．5456＝一〇．101±・0．156

逆相関であるが，有意ではない。すなわち，平均気温は

消化器悪駐新生物死亡率に対して影響を及ぼす重要な因

子ではない。

 （H）人口の都市集中率

 人口の都市集中率と消化器悪性新生物帝正死亡率との

零次の相関をみれば，

    r15＝＝ 一←O，202＝ヒ0．149

順相関ではあるが，有意ではない。つぎに，他の諸要約

を全部同時に一定にして，その影響をのぞいてみると，

    r13．2456＝ 一〇．122±0．156

逆相関ではあるが，有意ではない。すなわち，人口の都

市集中率は消化器悪性新生物死亡率に対して影響を及ぼ

す因子ではない。

 （皿） 1世帯平均入員

 1世帯平均人員と，消化器悪性新生物訂正死亡率の零

次の相関をみれば，

    r14 ＝ 十〇．187±O．149

順相関ではあるが，有意ではない。つぎに，他の諸要約

を全部同時に一定にして，その影響のぞいてみると，

    rユ4．2556＝ 十〇．389ニヒO．156

有意の順相関である。すなわち，1世帯平均人員は消化

器悪性新生物死亡率に対して影響を及ぼす因子であると

いいつる。

  （IV）冨の分布

 冨の分布と消化器悪性新生物訂正死亡率の高次の相関

をみれば，

    r15＝ 十〇．301土0．149

有意の相関である。つぎに，他の諸要約を全部同時lc一一

定にして，その影響をのぞいてみると，

    r15．2346＝＝ 一←0．099＝ヒ0，156

ほとんど相関はないといってよい。即ち，富の分布は消

化器悪性物死亡率に対して影響を及ぼす因子ではない。

 （V）工業化指数

 工業化指数と消化器悪性新生物訂正死亡率との二次の

相関をみれば

    r16＝ 十〇．332±0．149

有意の順相関である。つぎに，他の諸要約を全部同時に

一定にして，その影響をのぞいてみると，

    r16、2545＝ 十〇．262士O．ユ56

順相関ではあるが，有意ではない。すなわち，工業化指

数は消化器悪性新生物死亡率に対して影響を及ぼす因子

ではない。

 劃一ヒの所見により，消化器悪性新生物訂正死亡率に対

しては， ．1世帯平均人員という因子のみが影響を与えて

おり，他の要約はすべて影響を与える因子ではない。零

次において影響を与える因子であるかのようにみえた富

の分布，工業化指数は，他の諸要約の介在による二次的

な関係からで，実際には影響を与える因子ではない。全

悪性新生物の場合においても，やはり，1世帯平均人員

のみが影響を与える因子となっており，わが国において

は，全悪性新生物死亡率と消化器悪性新生物死亡率に

は，共通の因子が影響を及ぼしているといいうる。この

ことは，わが国における消化器悪性新生物死亡数が全悪

性新生物死亡数の約70％という高率を占めていること

から当然のことといえよう。

稿を終るに臨み，終始ご懇切なるご指導，ご校閲を賜わ

った吉岡博人教授に謹んで謝意を表する。
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